
 
 

X年 5月 ステントグラフト留置術（7㎜径 5㎝ 

図 7）施行。 

しかし、1か月後にシャント閉塞にて血栓除去術

を施行。 

 

図 7 ステントグラフト留置 

【考察】 

近年、ステントグラフト留置の有用性が報告さ

れており¹⁾、当院においても治療戦略の一つとし

てステントグラフト留置が有効であった。また、

繰り返すシャントトラブルの原因が静脈側吻合部

狭窄だけでなく、複数存在する症例も認めた。²⁾

³⁾ 

今後、ステントグラフトを使用する症例は増加

していくと思われるが、留置後に閉塞を生じる症

例もあり、慎重な適応判断や経過観察、閉塞時の

対応が重要と考えられる。 

 

利益相反：症例報告内容に関連し，著者らに開示 

すべき COI関係にある企業などはない。 
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シャント狭窄に対する薬剤コーティングバルーン(DCB)の使用経験 
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【はじめに】 

薬剤コーティングバルーン (drug‒coated 

balloon:以下 DCB)とは抗がん剤に使用される薬

剤のパクリタキセルを表面に塗布してあるバルー

ンであり、血管内の狭窄部位にパクリタキセルを

付着させることで開存期間を延長し、その結果と

して開存率が上がるとの報告がされている。1）2）

2023 年 10 月より当院でも DCB を導入し若干の知

見を得たのでここに報告する。 

 

【対象】 

当院維持透析患者 10名(男性 6名、女性 4

名)。平均年齢 74.2±11.1歳、平均透析歴 5.6±

6.1年。2023年 10月から 2024年 1月の期間に

DCBを用いた percutaneous transluminal 

angioplasty(以下 PTA)を施行した患者を対象と

した。 

 

【方法】 

DCBを使用してから 6ヶ月経過後の開存率を評

価した。 

Standard-PTA (以下 s-PTA) と DCBを用いた

PTAの 3ヶ月後に、狭窄率・FV・RIをシャントエ

コーにて測定し比較をした。 

統計学的検定には wilcoxonの符号付順位和検

定用い p＜0.05を有意差ありと判定した。 

 

問合せ先：村治 徹 〒399-8304 安曇野市穂高柏原 4565-1  

医療法人金剛 柏原クリニック （TEL 0263-82-7222） 

【結果】 
開存率について 

DCBを使用してから 6ヶ月経過時点における一

次開存率は 70％（7/10件）であった。DCBを使

用後 6ヶ月以内に追加治療を必要としたのが

30％(3/10件)で内訳は対象病変に再度 DCBを使

用したのが 2件、同一シャント肢の中枢側シャン

ト再建を実施したのが 1件であった。 

 

狭窄率について 

s-PTA 3ヶ月後に行ったシャントエコーでは平

均で 51％、DCB 3ヶ月後に行ったシャントエコー

では平均で 30％と有意差を持って改善してい

た。（図 1） 

 

 

（図 1）狭窄率 
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FVについて 

s-PTA 3ヶ月後では平均で 377ml/min、DCB 3

ヶ月後では 515ml/minと有意差を持って改善して

いた。（図 2） 

 

（図 2）FV 

 

RIについて 

s-PTA 3か月後では平均で 0.71、DCB 3ヶ月後

では 0.62と有意差を持って改善していた。（図

3） 

 

（図 3）RI 

 

 

 

【考察】 

今回当院で 10 名の患者に DCB を使用した結果

としては 6 ヶ月経過時点における一次開存率が

70％であり、DCBは有用であったと考えられる。 

シャントエコーを用いて狭窄率、FV、RIを測定

しいずれの結果においても有意差をもって改善し

ており、DCBは有用であったと考えられる。 

シャント PTAはシャントを開存させるために非

常に有用な手段であるが、患者によっては 3ヶ月

毎の頻回な PTAを必要とし、施術中の疼痛や施術

のための通院など負担となっている側面もある。

そのような患者に対して DCBを使用することで、

3 ヵ月毎の PTA を 6 ヶ月以上に開存期間を延長で

きたことは、患者の負担の軽減になったと考えら

れる。 

 

著者の利益相反（conflict of interest：COI）開

示：本論文に関して特に申告なし。 
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